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症例が僅かであるためlリスクの推定は困難
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採血日をdayニ0 として表記したp RBC 赤血球製剤, PLT血小板製剤
血小板は20-24oCで振とうしながら貯蔵するためl細菌が増殖しやすく.有効期間の短いほど.細菌感染事故の危険性は低くなる.

5.スクリ一ニング検査を実施していない病原体

1川干炎ウイルス 31細薗

HAV. HEVくただしl北海道地域限定で調査利

2うその他ウイルス

yylg3tく都道府県単位規模でのNATスクリ-ニングを準備利

sARSJ.卓ング熟ウイルス.麻しんウイルス.

鳥インフルエンザ等

皮膚常在菌く初流血除去で感染リスク低滅l

エルシニア菌く保存前白血球除去で惑染リスク低減1等の細菌

41その他病原体等
プリオン,マラリア.バベシア.トリパノソ-マくシヤ-ガス病,こ

リーシュマニア
注I下線の病原体は不活化効果がある程度l期待できると思われるもの


